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2001年 2002年 2003年 2004年

第1回

田淵 昭雄先生
第104回日本眼科学会総会の専門別研究会の形でロービ
ジョン（LV）ケアの学会として開催。学会名を、LVを盲
も含む視覚障害と定義し、障害の語句を取るなどの理由
から「日本ロービジョン学会」とした。

2000年4月9日　開催都市︓京都市
◆基調講演
「ロービジョンへの眼科医の対応」　講師︓丸尾 敏夫
◆招待講演
「Rehabilitation of the Visually Impaired Patient」　講師︓Jerome A. Catalino, M.D.
◆ワークショップ
「21世紀へのロービジョンケア」

2001年4月22日　開催都市︓横浜市
◆特別講演1
「眼科医療従事者が行うロービジョンケア」　講師︓田淵 昭雄
◆特別講演2
「点字絵本「よ～いドン︕」の出来るまで」　講師︓赤塚 不二夫、森下 清文
◆シンポジウム
「視覚障害児・者のQOL」

髙橋　広先生
第1回学術総会と同様、第105回日本眼科学会総会の専
門別研究会として開催。漫画家の赤塚不二夫氏から学会
ロゴが進呈され、メインテーマを「視覚障害児・者の生
活の質（QOL）の向上」とした。

第4回

第3回

新井 三樹先生
第73回九州眼科学会と合同開催。Evidence based 
medicineのように、ロービジョンに対しても科学的
なアプローチを行い診療に役立てることが大切だと考
え、テーマを「ロービジョンを科学する」とした。

2003年5月31日・6月1日　開催都市︓福岡市
◆特別講演
「Benefits of Research in Low Vision Rehabilitation to Clinical Practice」
　講師︓Donald C. Fletcher
◆シンポジウム
「1.SLOのロービジョンへの応用」　「2.網膜投影型ディスプレイのロービジョンへの応用」
「3.VFQ-25による視機能関連QOLの評価」　「4.視覚障害者における読書時の固視運動」
「5.人工眼の現況」　「6.コントラスト感度と遮光レンズ」
◆ロービジョン講習会
「ものを見て分かるということ-視覚の神経心理学-」

第5回

簗島 謙次先生
第52回日本臨床視覚電気生理学会と合同開催。両学
会が相互に理解を深めることで、機能検査からその対
応までを含めて、患者のニーズにこたえる、真に患者
主導の医療を目指す合同学会となった。

2004年10月8日～10日　開催都市︓東京都
◆特別講演Ⅰ
「Beyond the ISCEV Standard:extended electrophysiological 
　techniques in the diagnosis of retinal disease」　講師︓Graham E. Holder
◆特別講演Ⅱ
「Some aspects of Vision Rehabilitation,Driving and Retina Research」
　講師︓Aart C. Kooijman
◆シンポジウムⅠ
「もう一度基本に戻って」
◆シンポジウムⅡ
「ユニバーサルデザインを考える」

山縣　浩先生
本学術総会初の単独開催。特別講演、招待講演、シン
ポジウムを企画し、プレイベントとして「患者さんの
声」に耳を傾ける会を開催した。

2002年10月13日・14日　開催都市︓仙台市
◆特別講演Ⅰ
「豊かなコミュニケーションを求めて」　講師︓福島 智
◆特別講演Ⅱ
「難治性眼疾患に対する治療研究の現状」　講師︓中澤 満
◆招待講演
「中国特殊教育の現状と未来-視覚障害児教育を中心に-」　講師︓張 明
◆シンポジウム
「理想のロービジョン・ケア体制を求めて-分野・職種間のバリアについて考えよう-」

第2回
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2006年 2007年 2008年 2009年

第6回

山縣 ໋ඤ先生
第14回視覚障害リঁビリテーション研究৅਀大会と初め
ての合同会৮を開催。テーマを「連௚」とし、視覚リঁ
ビリテーションの学੠的な研究の進నを目指し、すसて
の分野同૒のഡமな連௚のৰ現を目的とした。

2005年9月17日～19日　開催都市︓神ૺ市
◆特別講演Ⅰ
「視覚障害者リঁビリテーションにおけるチームプレーの੎ਏ性」　講師︓簗島 謙次
◆特別講演Ⅱ
「Reducing the impact of low vision around the world」　講師︓Aries Arditi, Ph.D.
◆シンポジウムⅠ
「疾患別ロービジョンケア-網膜౦ಞ૗性・෤৔障・ႇႌ୰網膜ඪ-」
◆シンポジウムⅡ
「理想のロービジョンケア体制を求めてpart2」
◆ワークショップ
「視覚リঁু໩プロジख़クト」

2006年9月16日～18日　開催都市︓東京都
◆シンポジウムⅠ
「০、視覚障害者の಺ௌのୖ਻म୦かء」
◆シンポジウムⅡ
「疾患別ロービジョンケアpart2このシンポジウムに਋待するもの」
◆シンポジウム⋝
「ロービジョンのQOV評価」

৵田 浩一先生
第15回視覚障害リঁビリテーション研究৅਀大会と合同
開催。学術プロॢラムの౎、ਁ開市ড়講ౠ、機ஓனં、
ランチョン७ッション、盲学ૅृロービジョンクリニッ
クの見学などのਔඟ的な૥ाを੗ਯ行った。

第9回

第8回

大ఠ 清ಘ先生
第24回日本眼科่૧研究会と合同開催。੗職種が連௚し、そ
れझれの୩ୠを๑੎しながらロービジョンケアをർ求すること
を目的とし、テーマを「ロービジョンケアに௚ॎる職種の連௚
ٕ専門的視点を๑੎することとੈ௮することٕ」とした。

2008年9月19日～21日　開催都市︓東京都
◆特別講演
「気तऌと生ऌるৡ」　講師︓ൈ田 ഺ੬
◆シンポジウム1
「಺ௌ～視覚障害者の಺ௌಲਢとロービジョンケアの役સ～」
◆シンポジウム2
「ロービジョン者の運ૡඊಅ取੭・ಌ新について考える」
◆シンポジウム3
「眼科医と患者 医師が学んだこと、患者が学んだこと」
◆シンポジウム4
「眼科クリニックの開ਝ・੝ಎにおけるユニバーサルデザインの੎ਏ性」

第10回

ె井 ஐ಻先生
7年वॉに日本ロービジョン学会単独開催。੗分野の
連௚・ુ同による研究活動を৐઀とし、ଞにロービ
ジョン者・視覚障害者とુにँる学会でँॉたいとの
ઓいから、テーマを「ુに究め、ુにิऎ」とした。

2009年7月18日・19日　開催都市︓ైච市
◆特別講演Ⅰ
「日本ロービジョン学会10年のనाとன஦」　講師︓田淵 昭雄
◆特別講演Ⅱ
「୵の຤ऌをつたえる～౳山動੟ୱの૥ा」　講師︓ඔ野 浩
◆シンポジウムⅠ
「日本福කのまठतऎॉ学会合同企画　ユニバーサルデザインからユニバーサルサービスへ」
◆シンポジウムⅡ
「医療ടശの中でのロービジョンケアの੺未来を考える」
◆ワークショップ
「PRLをऌॎめよう　ٙု心視の臨床 」ٙ

ஜ਽ ഺ಻先生
第16回視覚障害リঁビリテーション研究৅਀大会と
合同開催。テーマを「進న」とし、合同会৮のਹ点を
生かして、両会৩の৅਀が೴૔する形での一ಹ演਻の
७ッションを行った。

2007年9月22日～24日　開催都市︓大ଚ市
◆特別講演
「日本におけるロービジョンケアのૌு、現૔、未来」　講師︓簗島 謙次
◆シンポジウムⅠ～⋞
「視覚障害໚໽児の৅୸と੍ର」
「৉ୠで௮ऎ視覚障害者生活ธಫ指導৩の現状とୖ਻」
「ஜጫおよलஜጫを用いたঔビリティૼ術の০ན」
「ජೲ検઒︕視覚ଓஃ఻」
◆ワークショップ
「特別੍ର学ૅへの制度੝୓मチকンスかআンチかء
　-特別੍ର教育を৉ୠでのロービジョン・ケアのチকンスにૡगるにम︕-」

第7回
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第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

2011年 2012年 2013年 2014年

第11回

田৔ ෎ૠ先生
ロービジョン者のケアの৅னという「ต」を੅ってス
ॱートした本学会が০৏म「൉ୗ」へとಌなる৅னをຄ
ऑ、ロービジョン者の明るい未来をണऎというਔ௡を੢
め、テーマを「ตから൉ୗへ」とした。

2010年10月22日～24日　開催都市︓岡山市
◆特別講演
「ロービジョンケアに役立つಖ神療১の基ຊੴ௙」　講師︓気வ૕ 一຤
◆シンポジウムⅠ・Ⅱ
「ᵨ明をੴॉ 対ੁを考える-遮光眼ྰを中心に-」
「ตを語ौう」
◆ワークショップⅠ～⋝
「ロービジョンケアを઩めよう 広めよう」
「視覚障害者の教育と಺ௌ」
「ၴにでもँるड़リग़ンテーションとঔビリティ（OM）」

2011年6月3日～5日　開催都市︓ਨ九州市
◆特別講演
「視ੴ覚の৅୸と視覚障害」　講師︓山ઠ 真஖
◆招待講演1・2
「஻国の視覚障害教育と医療制度」　講師︓ྑ ഌབ
「台೓の視覚障害児の教育と医療制度-ロービジョンケアを中心に-」　講師︓வ ಒ෭
◆教育講演
「ロービジョンとユニバーサルデザイン」　講師︓張 ಻໙
◆シンポジウム1・2
「ൠ視レンズに関する医療・教育・福කの取ੌと連௚」
「ロービジョンの診療ਾີについて」

氏間 ਮึ先生
「০を生ऌている」ロービジョンの人رのケアに、০日
から役立つੴ௙ृૼ能をそれझれの立ৃでർることが、
これから10年のຊになると考え、テーマを「০、生ऌる
　০、学व」とした。

第14回

第13回

田淵 昭雄先生
視覚障害者がอ眼者とુに文৲をሓしむことによっ
て、よॉ豊かな生活ृ人生をଛるための学術を深めた
いと考え、テーマを「QOLと文৲」とした。文৲教
஼、ロービジョン研ఊ会、市ড়ਁ開講ౠも開催。

2013年10月11日～13日　開催都市︓ಠഢ市
◆特別講演
「Electronic Subretinal Implants: 7echnical Developments and Clinical Outcomes
（人工網膜の網膜下電ா୎೘︓ૼ 術進నと臨床ਛટ）」　講師︓Eberhar O =irenner
◆教育講演
「視覚障害者とᄨ༒」　講師︓৳野 ේ൞
◆シンポジウムⅠ・Ⅱ
「ඡって学व、ඡって௫しむ-ロービジョン者にとってِ ඡ覚文৲ のّਔ義とम୦か-」
「サঈスঌシকリティーからのロービジョンケアのன஦」
◆ワークショップ
「日本ロービジョン学会म಼害調査対応として୦をすसऌか」

第15回

௖ઠ ਐམ৕先生
さまकまなਖ਻からロービジョンケアをਭけられていない患
者が大િいるでँौう現状を૘しでも੝ఒしたい︕というઓ
いから、テーマを「広ऑよう︕ロービジョンの୽」とした。
第1回日本ロービジョン学会学術တཫೖ੶୛講演を行った。

2014年11月1日～3日　開催都市︓さいたま市
◆特別講演
「これからのロービジョンケア～20年のཾ඄から～」　講師︓髙橋 広
◆教育講演
「眼科における૔୧医療・ஂ ૧について～০ எ୸म୦をすसऌか～」　講師︓日ૻ野 ୲஖৕
◆シンポジウム1
「医療︓次世৻を育てる」
◆シンポジウム2
「৉ୠで௮ऎ視覚リঁ専門家の現状から見えてऎること-医療と福කも連௚म相互理解から-」

഑家 ਮ৕先生
ロービジョンの্رのQOLをৈめ、঺会生活を৞ෟにગ
ଡണでऌるように੍ରするにम૚専門分野に関するਈ新の
ੴ௙ृૼ術のુથ৲が੎ਏと考え、テーマを「ロービジョ
ンケアのਈ৐଍～よॉଐऌ明日に向けて～」とした。

2012年10月6日・7日　開催都市︓東京都
◆特別講演1
「人工網膜と視覚リঁビリテーション」　講師︓不二門 ༌
◆特別講演2
「網膜ગ生による視機能回୮とロービジョンケア」　講師︓髙橋 ৆৻
◆教育講演1
「日本৅、nુ用ષ|世ੀへ」　講師︓యਆ ਍౓
◆教育講演2
「障害者福ක઱ੁの動向」　講師︓௳本 ஞ一
◆シンポジウム
「東日本大൜಼とロービジョンケア」

第12回
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第16回 第17回 第18回 第19回 第20回

2016年 2017年 2018年 2019年

第16回

ਸઢ　ც先生
ロービジョンケアの分野におけるScienceに୕んだ研究
のໃઠを੗ऎの人につかんでඟしいと考え、テーマを
「ロービジョンケアにおけるScience」とした。

2015年11月21日～23日　開催都市︓東京都
◆招待講演
「ਗ࿿ਜ਼ٕஎのৃ合」　講師︓ਨ山 ఊ
◆特別講演1・2
「読書評価とM1READ-Jに関するਈ੺の研究」　講師︓৵田 浩一
「眼科治療の進నとロービジョンケア～患者さんから学んだこと～」　講師︓਍ઢ ಇຨ
◆教育講演
「人工網膜の視覚リঁビリテーション」　講師︓不二門 ༌
◆シンポジウム・ワークショップ
「視覚障害者の಺ௌ-ਓ঵医の役સ-」
「ఁ大ྰ、ఁ大読書ஓ、iPadの機能特性ૻຎ」

2016年8月26日～28日　開催都市︓新ඎ市
◆特別講演
「視覚障害とロービジョンケアの੺未来」　講師︓ৈ野 ෬
◆教育講演Ⅰ・Ⅱ
「ロービジョン関બ者に஫えたい障害者୷別解଎১のਔ義」　講師︓೔下 義樹
「見えないものが見える-Charles Bonneඪ౜ණを含めて-」　講師︓଄ಠ ෎ః
◆シンポジウム
「৅୸障害の৕どもの見え্を理解する」
◆ワークショップ1・2
「૑見︕視覚ଓஃ఻のઞい্」
「ロービジョンਗ来を੿ौう︕」

લ井 ෎৕先生
時৻の進னとともに੗様৲する一人ऱとॉのQOLを、視覚
にඳ点をਊて、QOLとQOV（視覚の質）を੎ब合ॎचた
QOVLをৈめることを目的とし、テーマを「目指च︕QOVL
サポーॱー～Best Quality of Visual Life～」とした。

第19回

第18回

લ৕ 智૒先生
視覚障害者のケアに௚ॎるさまकまな職種のつながॉ
など、人と人、ੴ௙とੴ௙のつながॉ、そして、ૌு
のᇷ智を学ल未来への൉ୗへとつないでいऌたいとい
う想いを੢め、テーマを「つなए」とした。

2018年6月15日・16日　開催都市︓౳ਆ市
◆特別講演1
「೫࿒医療」　講師︓୺田 ྊ敏
◆特別講演2
「網膜のગ生医療」　講師︓ਐ৻ ੊৕
◆教育講演
「耳で見る　ুで読む　୍でనऎ　～盲児への指導～」　講師︓൝਽ ੎੬
◆シンポジウム
「視覚障害者の঍ームでのૡ૳事௛をଆए」
◆ワークショップ
「ජೲୈ૛・ロービジョン連௚௓進プロジख़クト」

第20回

井上 ཛྷ治先生
一൙の光を求めてケアのർ求ृ、これからケアを఍ऌ進
めて行ऎ্向性をંす光、ロービジョンの্とともにऱ
かॉ຤ऎ未来を目指すなどのਔ௡を੢めて、ロービジョ
ンケアのਉ点ともᆕえる「ऱかॉ」をテーマとした。

2019年5月24日～26日　開催都市︓東京都
◆特別੶୛講演
「日本ロービジョン学会20ఢ年をಶえて」　講師︓ਸઢ ც
◆特別講演
「スポーॶが૗える。未来を൉る。」　講師︓൝਽ 大৉
◆教育講演
「೑が国の視覚リঁビリテーションにおいて活ඩした眼科医のഄఴ」　講師︓਍ઢ ಇຨ
◆招待講演
「光」　講師︓਴塚 ૸໘৕、田中 ਫ৕、ๅ岡 三ᠷ৕
◆シンポジウム1・2、ワークショップ
「੺未来のVisual Science」「盲・ൠ視教育の現状とୖ਻」「ユニバーサルデザインとੲਾ」

ਆ௿ ਮೢ先生
ロービジョンケアのਈ੺のIC7ૼ術進నम෩しऎ、ૼ
術୓新मロービジョン者を含む視覚障害者に஦まれて
いるため、ਈ新ੲਾのુથが੎ਏだと考え、テーマを
「次世৻のロービジョンケア」とした。

2017年5月20日・21日　開催都市︓ว໣市
◆特別講演
「೑が国初の眼科リঁビリテーションクリニック」　講師︓੨上 အ
◆教育講演
「ว໣਩のロービジョンケアの取ॉੌा」　講師︓౱દ ༌ྌ
◆シンポジウム1
「次世৻のビジョンケア研究」
◆シンポジウム2
「次世৻のଓஃ఻」
◆ワークショップ
「視覚障害と಼害対ੁ」

第17回

第20回
The 20th Meeting of  the Japanese Society for Low-vision Research and RehabilitationThe 20th Meeting of  the Japanese Society for Low-vision Research and Rehabilitation

2019年5月24日（金）～26日（日）
ソラシティカンファレンスセンター （東京・お茶の水）
会長 ： 井上 賢治 ）長事理 院病科眼上井 堂安済団社人法療医（ 

URL ： http://convention.jtbcom.co.jp/20lowvision/

ひかり

株式会社 JTBコミュニケーションデザイン ミーティング&コンベンション事業部
〒105-8335 東京都港区芝3-23-1 セレスティン芝三井ビルディング13階
TEL：03-5657-0775　 FAX：03-3452-8550
E-mail：20lowvision@jtbcom.co.jp

運営事務局
医療法人社団済安堂　井上眼科病院
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台４-３事務局

日本ロービジョン学会学術総会

和紙作品＜宙＞  ERIKO HORIKI

事前参加登録期間　2018年11月15日（木）～2019年3月29日（金）　演題募集期間　2018年11月15日（木）～2019年1月15日（火）
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